
1 研究背景 

近年労働時間の問題が頻繁に議論されている．日本経

済団体連合会によると，2019年に276社に対して行った労

働時間等実態調査1)によると，Table.1のような時間外労
働をしていると回答が得られた． 

 

Table1：時間外労働時間の割合 

360時間~540

時間 

540時間~720

時間 

720時間~ 計 

17.3% 15.2% 1.6% 34.1% 

 

 労働力不足は2種類に分類することができる．1つは
労働者の絶対数が不足しているケースであり，もう1

つは労働者を有効的に活用できず，労働力を無駄にし
ているケースである．本研究では後者について取り上
げる．労働者の勤務嗜好に沿ったシフトによるモチベ
ーション上昇，仕事の量に合わせて労働力を割り当て
る労働資源配置の最適化，これらはどちらも適切なス
ケジューリングによって実現することができる．本研
究では従業員の満足度，企業の利益の2つの制約条件が
ある場合のスケジューリングを最適化アルゴリズム
SA法によって解いていく． 

2  モデル 

本研究では株式会社すかいらーくホールディングス
の企業データを元に仮想飲食店データを作成し，その
店舗での1週間のスケジュールについて考える．また，
対応可能来客数と就業希望度を各従業員に設定するこ
とにより，従業員ごとの能力差と勤務多様性を表した．
(Table.2) 

Table.2 仮想飲食店従業員データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 SA法計算結果 

本研究では，Ⓐ従業員満足度のみを考慮した場合，
Ⓑ利益のみを考慮した場合，Ⓒ従業員満足度と利益の
両方を考慮した場合での比較検証を行い，本研究の本
研究の探索法の有効性を示した．Table.3にそれぞれ 3

回計算を行った結果を示す. 

 

Table3：Ⓐ，Ⓑ，Ⓒでの結果比較表 

 考 慮

し た

条件 

1回目 2回目 3回目 

就 業

満 足

度 

Ⓐ 113.48 116.12 117.69 

Ⓑ 0.90 -8.61 2.81 

Ⓒ 62.86 66.40 76.24 

利益 Ⓐ -32,988.09 -8858.46 2994 

Ⓑ 78547.08 48870 6187.09 

Ⓒ 55219.74 29060 45754.44 

 

 Table.3から，両方を考慮した場合の探索では，どち
らか片方のみを考慮した場合の探索に比べ，どちらも
高水準な値に収束するようなシフトを探索できたこと
が分かる． 

4 結論 

 本研究では，従業員満足度と利益の 2つの制約条件
があるようなモデルでのスケジュール探索を SA 法に
よって行うことができた．今後の課題として，適切な
パラメータ設定や，スケジュールの細分化などが挙げ
られる． 
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就業満足度と利益を考慮したスケジュール最適化 
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概要－   労働力不足は 2 種類に分類することができる．1つは労働者の絶対数が不足しているケー
スであり,もう 1 つは労働者を有効的に活用できず,労働力を無駄にしているケースである．本研究で
は後者について取り上げる． 研究では,主に飲食店において,利益計算まで含めたより現実的なスケジ
ューリングを行う．本研究では,従業員の就業希望と利益の 2 つを制約条件として,これらの値が高水
準になるようなスケジュール探索を,最適 化アルゴリズム SA 法で行った．結果として,2つの制約条
件がある場合 SA法での探索法を提案できた．近年の労働環境において,スケジューリングで解決でき
る問題は多数あると考えており,より複雑なシフトスケジューリング問題を解決していくことが重要
であると考える． 
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